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ま
え
が
き

三
、
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
文
献

　
１
　
経
済
学
史
に
関
す
る
著
書

　
２
　
財
政
学
史
に
関
す
る
文
献

　
３
　
学
術
的
事
典
・
辞
書
類

　
４
　
官
房
学
に
つ
い
て
の
概
観
的
著
作
と
論
文

　
５
　
代
表
的
官
房
学
者
に
関
す
る
研
究

　
６
　
ア
ク
ツ
ィ
ー
ゼ
論
争
、
そ
の
他

　
７
　
官
房
学
原
典
の
復
刻
や
抜
粋

四
、
お
わ
り
に

付
記

　
　
　
　
　
　
ま
た
が
き

　
本
稿
は
、
官
房
学
的
財
政
論
関
係
の
文
献
解
説
の
一
部
を
な
す
「
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
文
献
解
題
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
成
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城
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
『
創
設
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
』
昭
和
六
三
年
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
官
房
学
的
財
政
論
の
原
典
解

題
」
の
続
編
を
な
す
。
両
者
併
せ
て
、
筆
者
の
論
考
「
官
房
学
的
財
政
論
、
そ
の
原
典
と
研
究
文
献
解
説
」
が
一
応
の
完
結
を
み
る

わ
け
で
あ
る
。

　
前
稿
「
原
典
解
題
」
は
二
節
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
文
献
は
十
八
点
で
あ
っ
た
。
本
「
研
究
文
献
解
題
」
も
ま

た
、
二
節
か
ら
成
り
、
と
り
あ
げ
る
文
献
は
三
三
点
で
あ
る
。
両
稿
一
体
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
本
稿
は
第
三
節
か
ら
は
じ
め
、

解
題
文
献
は
通
し
番
号
⑩
を
も
っ
て
は
じ
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
三
、
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
文
献

　
官
房
学
な
い
し
特
に
官
房
学
的
財
政
論
に
つ
い
て
言
及
し
た
著
作
や
論
文
は
、
前
世
紀
以
来
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
数
あ
る
。
こ

こ
で
は
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
途
上
で
筆
者
が
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
重
要
文
献
に
限

っ
て
紹
介
し
よ
う
。

　
１
　
経
済
学
史
に
関
す
る
著
書

　
経
済
学
の
歴
史
を
取
扱
っ
た
著
作
の
多
く
は
、
そ
の
一
節
と
な
る
べ
き
官
房
学
に
、
多
か
れ
少
か
れ
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、

概
し
て
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
も
発
行
年
代
の
古
い
も
の
ほ
ど
、
こ
れ
へ
の
言
及
の
度
合
が
お
お
き
い
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
史
家
ブ
ロ
ｌ
グ
の
最
近
の
諸
著
作
(
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に
は
、
官
房
学
な
い
し
官
房
学
者
へ
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
東
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
経
済
学
史
の
書
物
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
官
房
学
に
は
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
。
た
と
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ば
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が
こ
れ
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
著
作
は
官
房
学
原
典
の
内
在
的
研
究
が
不
充
分
で
あ
り
、
か
つ
叙
述
が
不
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
り
（
前
者
）
、
な

い
し
は
官
房
学
研
究
書
か
ら
の
孫
引
に
終
始
し
た
記
述
で
あ
っ
た
り
（
後
者
）
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
筆
者
の
官
房
学
的
財
政
論
研
究
に
特
に
有
益
で
あ
っ
た
、
経
済
学
史
に
関
す
る
著
作
は
以
下
の

も
の
で
あ
っ
た
。
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『
経
済
分
析
の
歴
史
』
全
七
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
〇
－
三
七
年
。
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⑩
の
ロ
ッ
シ
ャ
ー
の
『
ド
イ
ツ
経
済
学
史
』
一
八
七
四
年
は
、
そ
の
出
版
後
百
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
ド
イ
ツ
経
済
学
史
研
究

の
古
典
で
あ
る
。

　
こ
の
著
作
は
、
そ
の
中
世
末
の
発
端
よ
り
一
八
七
〇
年
代
に
い
た
る
ド
イ
ツ
経
済
学
の
歴
史
的
発
展
を
取
扱
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
の
本
文
一
〇
四
八
ペ
ー
ジ
の
大
部
分
が
官
房
学
者
た
ち
の
経
済
論
の
研
究
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
論

述
は
全
般
的
に
み
て
盛
り
あ
が
り
に
と
ぼ
し
い
う
ら
み
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
多
く
の
官
房
学
者
が
個
別
的
に
と
り

あ
げ
ら
れ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
経
歴
、
学
説
上
の
特
色
な
ど
を
原
典
に
も
と
づ
い
て
、
て
い
ね
い
に
紹
介
し
て
い
る
点
で
今

日
で
も
な
お
、
か
え
り
み
ら
る
べ
き
大
著
で
あ
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑩
の
オ
ン
ケ
ン
の
『
経
済
学
史
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
時
代
以
前
』
一
九
○
二
年
は
、
官
房
学
を
直
接
取
扱
っ
て
い
る
部
分
は
わ
ず

か
十
教
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
経
済
学
説
と
し
て
の
官
房
学
を
概
観
す
る
の
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
。

　
⑥
の
シ
ュ
テ
ィ
ー
ダ
の
著
作
『
大
学
の
学
問
と
し
て
の
経
済
学
』
一
九
〇
六
年
は
、
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
を
中
心
に
、
そ
こ
で
の
経

済
学
系
の
講
義
、
講
座
、
学
部
の
開
設
や
生
成
に
つ
い
て
、
資
料
的
精
確
さ
を
期
し
つ
つ
、
歴
史
的
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
は
、
領
邦
領
主
へ
の
富
国
強
兵
策
の
提
唱
者
の
観
の
あ
る
若
干
の
代
表
的
前
期
官
房
学
者
た
ち
の
、
学
校
で
の
経
済
学
的
教
育
な

い
し
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
筆
を
起
す
。
つ
い
で
彼
は
、
教
科
書
的
体
系
を
も
つ
後
期
官
房
学
の
代
表
者
た
ち
の
多

く
を
、
特
に
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
に
お
け
る
官
房
学
や
経
済
学
講
座
の
担
当
者
と
い
う
側
面
か
ら
、
そ
の
経
歴
、
著
作
、
教
職
活
動
に

つ
い
て
叙
述
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
シ
ュ
テ
イ
ー
ダ
の
著
作
⑥
は
、
前
期
お
よ
び
特
に
後
期
官
房
学
者
の
一
側
面
を
語
る
も
の
と
し
て
、
興
味
あ
る
も
の
で
あ
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る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑩
の
ヘ
ネ
ー
の
『
経
済
思
想
史
』
一
九
一
二
年
は
、
二
〇
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
経
済
学
説
と
し
て
の
官
房
学
に
つ
い
て
概
観
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
数
ペ
ー
ジ
を
も
っ
て
、
前
期
官
房
学
者
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
、
ホ
ル
ニ
ク
、
後
期
官
房
学
者
ユ
ス
テ
ィ
の

学
説
の
特
色
を
、
か
れ
ら
の
原
典
（
⑦
、
⑧
、
⑩
）
に
も
と
づ
い
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
の
主
要
原
典
の
一

端
に
英
文
で
ふ
れ
ら
れ
る
点
で
、
参
考
に
な
る
文
献
で
あ
ろ
う
。

　
⑩
の
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
『
経
済
分
析
の
歴
史
』
一
九
五
四
年
は
、
経
済
学
的
分
析
方
法
の
発
展
の
見
地
か
ら
、
官
房
学
説
の
水

準
を
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
や
。
ス
テ
ィ
な
ど
若
干
の
代
表
的
官
房
学
者
の
所
説
に
即
し
て
、
す
る
ど
く
把
え
て
い
る
点
で
示
唆
に
富

む
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
こ
の
著
作
は
、
学
説
の
時
代
背
景
を
考
慮
し
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
学
説
の
諸
潮
流
の
う
ち
に
官
房

学
説
を
位
置
づ
け
て
い
る
点
や
、
邦
訳
で
接
し
う
る
点
で
も
、
す
ぐ
れ
て
便
利
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
◎
の
プ
リ
プ
ラ
ム
『
経
済
的
思
考
行
程
の
歴
史
』
一
九
八
三
年
は
、
⑩
の
シ
ュ
ム
。
へ
ー
タ
ー
『
経
済
分
析
の
歴
史
』
一
九
五
四
年

と
同
じ
く
、
彼
の
遺
著
と
な
っ
た
大
部
の
著
作
で
あ
る
。
彼
の
経
歴
も
ま
た
、
同
時
代
の
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
に
似
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
彼
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
れ
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
以
来
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
学
界
で
活
躍
、
一
九
三
〇
年
代
に
渡
米
、

以
降
米
国
学
界
で
活
躍
、
一
九
七
三
年
彼
の
地
で
一
世
紀
近
い
生
涯
の
幕
を
閉
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
◎
で
は
、
官
房
学
的
経
済
学
説
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
章
は
二
〇
ペ
ー
ジ
に
も
満
た
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
前
期
・
後
期
官

房
学
の
生
成
や
発
展
の
背
後
に
あ
る
時
代
の
知
的
背
景
か
ら
説
き
お
こ
さ
れ
、
代
表
的
官
房
学
者
の
経
済
学
的
業
績
の
評
価
に
及
ん

で
い
る
。



　
本
書
は
、
英
文
で
書
か
れ
た
最
近
の
経
済
学
史
書
で
も
あ
り
、
し
か
も
官
房
学
説
の
簡
潔
な
る
展
望
を
示
し
て
い
る
点
で
、
こ
こ

に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
２
　
財
政
学
史
に
関
す
る
文
献

　
⑩
　
F
r
i
t
z

K
a
r
l

M
a
n
n
｡

S
t
e
u
e
r
p
o
l
i
t
i
s
c
h
e

I
d
e
a
l
e
｡

J
e
n
a

１
９
３
７
｡

　
(
§
)
　
　

A
n
t
o
n

T
a
u
t
s
c
h
e
r
｡

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

d
e
r

d
e
u
t
s
c
h
e
n

F
i
n
a
n
z
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

b
i
s

z
u
m

A
u
s
g
a
n
g

d
e
s

1
8
.

J
a
h
r
h
u
n
-

 
　
d
e
r
t
s
｡

i
n
:

H
a
n
d
b
u
c
h

d
e
r

F
i
n
a
n
z
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
｡

2
.

A
u
f
l
.
｡

1
.

B
a
n
d
｡

T
u
b
i
n
g
e
n

1
9
5
2
｡
 

　
そ
も
そ
財
政
学
史
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が
⑩
の
タ
ウ
チ
ァ
ー
の
概
説
「
十
八
世
紀
末
ま
で
の
ド
イ
ツ
財
歌
学
史
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
研
究
の
現
代
に
お
け

る
第
一
人
者
に
よ
る
、
文
字
通
り
の
官
房
学
的
財
歌
学
史
の
記
述
で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
３
　
学
術
的
事
典
・
辞
書
類

　
ｃ
　
　

H
a
n
d
w
o
r
t
e
r
b
u
c
h

d
e
r

S
t
a
a
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
｡

4
.

A
u
f
l
.
｡

9

B
d
e
.
｡

J
e
n
a

1
9
2
3
-
1
9
2
9
.

 
　
)

H
a
n
d
w
o
:
r
t
e
r
b
u
c
h

d
e
r

S
o
z
i
a
l
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
｡

1
3

B
d
e
.
｡

S
t
u
t
t
g
a
r
t
-
T
i
i
b
i
n
g
e
n
-
G
0
:
R
n
g
e
n

1
9
5
6
-
1
9
6
8
｡

 

　
E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a

o
f

t
h
e

S
o
c
i
a
l

S
c
i
e
n
c
e
s
｡

E
d
i
t
o
r
-
i
n
-
C
h
i
e
f
｡

E
.

R
.

A
.

S
e
l
i
g
m
a
n
｡

1
5

v
o
l
s
.
｡

N
e
w

Y
o
r
k
｡

1
9
3
0
-
 
-

1

9
3
5
｡

 
｡
(
g

)

A
U
g
e
m
e
i
n
e

d
e
u
t
s
c
h
e

B
i
o
g
r
a
p
h
i
e
｡

h
r
s
g
.

d
u
r
c
h

d
i
e

h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

b
e
i

d
e
r

k
o
:
n
i
g
l
i
c
h
e
n

A
k
a
-

 
-

d

e
m
i
e

d
e
r

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
｡

5
6

B
d
e
.
｡

B
e
r
l
i
n

ｎ
　
１
８
７
５
-
１
９
１
２
｡

　
（
即
）
の
『
国
家
諸
科
学
辞
典
』
第
四
版
、
全
九
巻
、
一
九
二
三
―
一
九
二
九
年
、
お
よ
び
そ
の
改
訂
版
で
も
あ
る
物
の
『
社
会
諸
科

学
辞
典
』
全
十
三
巻
、
一
九
五
六
－
一
九
六
八
年
は
、
と
も
に
そ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
科
学
の
水
準
を
示
す
権
威
あ
る
大
辞
典
で

あ
っ
た
。
両
辞
典
と
も
メ
ル
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ム
ス
や
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
の
項
目
、
お
よ
び
若
干
の
代
表
的
官
房
学
者
に
つ
い
て
の
項

目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
権
威
者
に
よ
る
要
を
え
た
概
説
と
参
考
文
献
目
録
と
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
⑩
の
『
社
会
諸
科
学
辞
典
』
で
は
、
⑩
の
「
十
八
世
紀
末
ま
で
の
ド
イ
ツ
財
政
学
史
」
の
執
筆
者
タ
ウ
チ
ア
ー
が
、

　
「
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
」
お
よ
び
官
房
学
者
「
べ
ツ
ヒ
ャ
ー
」
、
「
カ
ー
ル
」
、
「
ュ
ス
テ
ィ
」
、
「
ゾ
ソ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
」
の
項
目
を
執
筆

し
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
辞
典
の
新
版
と
も
い
え
る
『
経
済
学
辞
典
』
全
十
巻
、
一
九
七
七
ｌ
一
九
八
三
年
H
a
n
d
w
o
r
t
e
r
b
u
c
h

a

a
r

W
i
r
t
s
c
n
a
t
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
t
t
｡

l
U

J
b
J
d
e
.
｡S
t
u
t
t
g
a
r
t

u
n
d

N
e
w

Y
o
r
k
-
T
i
i
b
i
n
g
e
n
-
G
o
t
t
i
n
g
e
n

u
n
d

Z
u
r
i
c
h

1
9
7
7
-
1
9
8
3
｡

�

は
､
た
し
か
に
「
メ
ル
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ム
ス
」
の
項
目
は
あ
る
(
ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾋ
F
r
i
t
z

B
l
a
i
c
h
執
筆
)
｡
し
か
し
､
ｶ
ﾒ
ﾗ
ﾘ
ｽ
ﾑ
ｽ
と

い
う
独
立
の
項
目
は
な
い
。
「
メ
　
Y
o
r
k
-
T
i
i
b
i
n
g
e
n
-
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
に
つ
い
て
の
叙
述
が
み
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
。
ま
た
、
項
目
「
経
済
学
Ｉ
」
（
ヴ
イ
ン
ケ
ル
Ｈ
ａ
a
r
a
l
d

W
i
n
k
e
l
筆
）
、
「
経
済
学
Ⅲ
」
（
シ
ュ
メ
ル
ダ
ー
ス
Ｇ
G
i
i
n
t
e
r

S
c
h
m
o
l
d
e
r
s

筆
0
0
0
0
_
0
0
0
5
I
.
i
m
g
ラ
リ
ス
ム
ス
」
が
み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
官
房
学
者
に
つ
い
て
の
項
目
も
み
あ

た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
経
済
学
に
つ
い
て
の
最
新
の
権
威
あ
る
大
辞
典
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス

研
究
へ
の
手
引
と
し
て
は
、
（
即
）
や
⑩
よ
り
も
は
る
か
に
利
用
価
値
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
橋
で

は
、
こ
れ
を
あ
げ
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
た
。

　
⑩
の
セ
リ
グ
マ
ン
が
主
任
編
集
者
と
な
っ
て
い
る
『
社
会
諸
科
学
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
イ
ア
』
全
十
五
巻
、
一
九
三
〇
－
一
九
三

五
年
は
、
官
房
学
に
関
し
、
英
語
で
接
し
う
る
非
常
に
ょ
い
辞
典
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
官
房
学
お
よ
び
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
官
房

学
者
の
項
目
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
当
時
に
お
け
る
官
房
学
説
研
究
の
世
界
的
第
一
人
者
た
ち
の
執
筆
に
か
か
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
⑩
の
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
者
た
ち
』
全
二
巻
、
一
九
二
〇
年
ｌ
一
九
二
五
年
の
著
者
ゾ
ム
マ
ー
は
、
「
カ
メ
ラ

リ
ズ
ム
」
、
前
期
官
房
学
者
「
べ
ツ
ヒ
ャ
ー
」
、
後
期
官
房
学
者
「
ュ
ス
テ
イ
」
な
ど
の
項
目
の
執
筆
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
（
詔
）
の

　
『
旧
ド
イ
ツ
官
房
学
者
た
ち
』
一
九
一
四
年
の
著
者
ツ
ィ
ー
レ
ン
ツ
ィ
ガ
ー
が
、
前
期
官
房
学
者
「
ホ
ル
ニ
ク
」
、
「
シ
ュ
レ
ー
ダ

ー
」
、
「
ゼ
ツ
ケ
ン
ド
ル
フ
」
、
後
期
官
房
学
者
「
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
」
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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⑩
の
『
一
般
ド
イ
ッ
伝
記
集
』
全
五
六
巻
、
一
八
七
五
ｌ
一
九
一
二
年
は
、
権
威
あ
る
執
筆
者
陣
に
よ
る
伝
記
集
で
あ
る
。
か
な
り

の
人
数
に
の
ぼ
る
官
房
学
者
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
れ
ら
の
経
歴
や
業
績
お
よ
び
そ
の
評
価
に
つ
い
て
の
、
簡
に
し
て
要
を

え
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
一
九
五
三
年
よ
り
そ
の
新
版
と
も
い
う
べ
き
『
新
ド
イ
ッ
伝
記
集
』
N
e
u
e

d
e
u
t
s
c
h
e

B
i
o
g
r
a
p
h
i
e
｡

h
ｈ
s
g
.

v
o
n

d
e
r

h
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
n

K
o
m
m
i
s
s
i
o
n

b
e
i

d
e
r

b
a
y
e
r
i
s
c
h
e
n

A
k
a
d
e
m
i
e

d
e
r

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
｡

B
e
r
l
i
n
n
　
１
９
５
３
-

が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
期
立
居
学
の
代
表
者
ュ
ス
テ
ィ
の
項
目
は
、
こ
般
ド
イ
ッ
伝
記
集
』
で
は
イ
ナ
マ
ー
シ

ュ
テ
ル
ネ
グ
が
、
ま
た
『
新
ド
イ
ッ
伝
記
集
』
で
は
、
エ
ア
ハ
ル
ト
・
デ
イ
ト
リ
ヒ
が
執
筆
し
て
い
る
。
前
者
は
⑩
の
論
文
「
十
七

・
十
八
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ッ
財
政
理
論
家
の
ア
ク
ッ
ィ
ー
ゼ
論
争
」
一
八
六
五
年
の
執
筆
者
で
あ
る
。
後
者
は
物
の
著
作
『
ド
イ

ッ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
者
た
ち
』
一
九
七
四
年
の
著
者
で
あ
る
。

　
４
　
官
房
学
に
つ
い
て
の
概
観
的
著
作
・
論
文

　
⑩
△
^
o
r
e
n
z

v
o
n

S
t
e
i
n
｡

Z
u
r

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

d
e
r

d
e
u
t
s
c
h
e
n

F
i
n
a
n
z
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

i
m

1
7
.

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
｡

i
n
:

F
i
n
a
n
z
-
 

a
r
c
h
i
v
｡

1
.

J
g
.
｡

T
u
b
i
n
g
e
n

1
8
8
4
｡
 
｡
(
§
)

G
u
s
t
a
v

M
a
r
c
h
e
t
｡

S
t
u
d
i
e
n

i
i
b
e
r

d
i
e

E
n
t
w
i
c
k
e
l
u
n
g

d
e
r

V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
l
e
h
r
e

i
n

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d

v
o
n

d
e
r

 
ｒ
z
w
e
i
t
e
n

H
a
l
f
t
e

d
e
s

1
7
.

b
i
s

z
u
m

E
n
d
e

d
e
s

1
8
.

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
s
｡

M
u
n
c
h
e
n

1
8
8
5
｡
 
５
｡
A
l
b
i
o
n

W
.

S
m
a
l
l
｡

T
h
e

C
a
m
e
r
a
l
i
s
t
s
.

T
h
e

P
i
o
n
e
e
r
s

o
f

G
e
r
m
a
n

S
o
c
i
a
l

P
o
l
i
t
y
｡

C
h
i
c
a
g
o
｡

1
9
0
9
｡
 
９
§
)

A
x
e
l

N
i
e
l
s
e
n
｡

D
i
e

E
n
t
s
t
e
h
u
n
g

d
e
r

d
e
u
t
s
c
h
e
n

K
a
m
e
r
a
l
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

i
m

1
7
.

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
｡

J
e
n
a

1
9
1
1
｡
 
１
§
)

K
u
r
t

Z
i
e
l
e
n
z
i
g
e
r
｡

D
i
e

a
l
t
e
n

d
e
u
t
s
c
h
e
n

K
a
m
e
r
a
l
i
s
t
e
n
｡

J
e
n
a

1
9
1
4
｡
９
１
４
｡
�



　
⑩
　
L
o
u
i
s
e

S
o
m
m
e
r
｡

D
i
e

o
s
t
e
r
r
e
i
c
h
i
s
c
h
e
n

K
a
m
e
r
a
l
i
s
t
e
n
し
n

d
o
g
m
e
n
g
e
s
c
h
i
c
h
t
l
i
c
h
e
r

D
a
r
s
t
e
l
l
u
n
g
｡

2

T
e
i
l
e
｡ 
　
W
i
e
n
n
　
１
９
２
０
-
１
９
２
５
｡

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
前
世
紀
後
半
以
降
第
二
次
大
戦
頃
ま
で
の
間
に
公
刊
さ
れ
た
、
官
房
学
お
よ
び
官
房
学
的
財
政
論
に
関
す

る
概
論
的
著
書
や
論
文
の
う
ち
、
筆
者
が
最
も
貴
重
だ
と
考
え
た
研
究
文
献
で
あ
る
。

　
⑩
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
論
文
「
十
七
世
紀
ド
イ
ツ
財
歌
学
史
」
一
八
八
四
年
は
、
い
わ
ゆ
る
官
房
学
の
準

備
的
段
階
の
論
原
典
に
つ
い
て
の
、
権
威
あ
る
評
価
な
い
し
展
望
が
え
ら
れ
る
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
物
の
マ
ー
ル
ヘ
ツ
ト
の
労
作
『
十
七
世
紀
後
半
よ
り
十
八
世
紀
末
に
い
た
る
行
政
学
の
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
』
一
八
八
五
年

は
、
官
房
学
＝
行
政
学
の
原
型
と
い
う
立
場
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
学
の
生
成
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
幸
福
主
義
的
福
祉
国
家
論
の
先
駆
者
と
し
て
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
官
房
学
説
の
検
討
を
も
っ
て
論
を
起
す
。
そ
し
て
、
べ

″
ヒ
ャ
ー
、
ホ
ル
ニ
ク
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
い
わ
ゆ
る
前
期
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
の
三
巨
星
」
の
官
房
学
説
を
経
て
、
学
問
と

し
て
の
行
政
論
の
確
立
者
ュ
ス
テ
イ
に
至
る
官
房
学
説
の
発
展
を
、
行
政
学
の
生
成
の
道
程
と
し
て
概
観
す
る
。
と
り
わ
け
、
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
お
よ
び
。
ス
テ
ィ
の
官
房
学
説
の
原
典
に
も
と
づ
く
研
究
は
、
詳
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。
行
政
学
中
心
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
官
房
学
説
の
歴
史
に
つ
い
て
の
、
最
初
の
本
格
的
研
究
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
⑩
の
ス
モ
ー
ル
の
大
著
『
官
房
学
者
た
ち
』
一
九
○
九
年
は
、
英
文
で
公
表
さ
れ
た
数
少
な
い
本
格
的
な
官
房
学
研
究
書
で
あ
る
。

こ
の
著
作
は
、
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
の
準
備
期
の
著
作
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
業
績
に
い
た
る
ま
で
の
、
十
指
に

あ
ま
る
代
表
的
官
房
学
者
た
ち
の
学
説
を
、
か
れ
ら
の
原
典
を
英
訳
し
て
引
用
し
つ
つ
解
明
し
て
い
る
点
で
有
益
で
あ
る
。

　
⑩
の
ネ
ル
セ
ン
の
著
作
『
十
七
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
官
房
学
の
成
立
』
一
九
一
一
年
は
、
ド
イ
ツ
官
房
学
の
成
立
（
し
た
が
っ

― 24 ―
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て
官
房
学
の
準
備
段
階
の
原
典
や
ゼ
ツ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
業
績
な
ど
）
に
あ
た
え
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
治
・
経
済
理
論
の
影
響
を
究
明

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
闘
）
の
ツ
ィ
ー
レ
ン
ツ
ィ
ガ
ー
の
大
作
『
旧
ド
イ
ツ
官
房
学
者
た
ち
』
一
九
一
四
年
の
第
二
部
約
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
は
、
カ
メ
ラ
学
の

準
備
段
階
の
国
法
学
者
や
前
期
官
房
学
者
た
ち
の
個
々
の
原
典
の
紹
介
と
批
判
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
原
典
の
引
用
や
そ

の
注
釈
が
多
く
み
ら
れ
、
難
解
な
る
前
期
官
房
学
者
の
原
典
の
読
解
に
お
お
い
に
役
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
⑩
の
ゾ
ム
マ
ー
の
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
者
た
ち
』
全
二
巻
、
一
九
二
〇
ｌ
一
九
二
五
年
は
、
そ
の
第
二
部
（
第
二
巻
）
で
五
〇

〇
ペ
ー
ジ
ち
か
く
を
割
い
て
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
の
三
巨
星
」
お
よ
び
。
ス
テ
ィ
と
ゾ
ン
ネ
ソ
フ
ェ
ル
ス
の
官
房
学
説
を
、
そ

れ
ぞ
れ
、
方
法
論
、
国
家
論
、
経
済
論
に
分
け
て
詳
述
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
ツ
ィ
ー
レ
ン
ツ
イ
ガ
ー
の
労
作
に
比
肩
し
う
る

ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
有
益
な
研
究
書
で
あ
る
。

　
励
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第
一
次
世
界
大
戦
を
は
さ
ん
で
、
官
房
学
一
般
の
す
ぐ
れ
た
研
究
書
や
概
綸
言
が
踵
を
接
し
て
公
表
さ
れ
た
の
に
反
し
、
そ
れ
以

降
今
日
ま
で
の
お
よ
そ
半
世
紀
あ
ま
り
の
間
に
は
、
官
房
学
を
概
観
す
べ
き
す
ぐ
れ
た
業
績
の
類
は
あ
ま
り
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
邸
）
の
タ
ウ
チ
ァ
ー
の
著
書
『
カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
の
国
家
経
済
論
』
一
九
四
七
年
は
、
予
算
、
入
用
、
官
業
、
公
信
用
、
租
税
な
ど
、

国
家
経
済
を
構
成
す
る
個
別
領
域
毎
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
官
房
学
者
た
ち
の
学
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
官
房
学
的
財
政
論

の
よ
き
展
望
を
本
書
は
あ
た
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑩
の
デ
ィ
ト
リ
ヒ
の
著
作
『
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
者
た
ち
』
一
九
七
四
年
は
、
官
房
学
説
の
生
成
か
ら
完
結
ま
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で
を
歴
史
的
に
簡
潔
に
展
望
し
て
い
る
労
作
で
あ
る
。
比
較
的
新
し
い
出
版
年
次
な
の
で
、
こ
の
書
物
に
み
ら
れ
る
参
考
文
献
一
覧

は
か
な
り
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
５
　
代
表
的
立
居
学
者
に
関
す
る
研
究

　
す
で
に
あ
げ
た
諸
研
究
文
献
は
、
精
粗
の
差
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
代
表
的
官
房
学
者
た
ち
の
生
涯
、
著
作
や
財
政
学
説
と
そ
れ

ら
が
も
つ
歴
史
的
意
味
な
ど
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
代
表
的
官
房
学
者
を
個
別
的
に
研
究
対
象
と
し
た
諸
業
績
の

う
ち
、
比
較
的
最
近
公
表
さ
れ
、
し
か
も
前
述
の
諸
研
究
文
献
を
補
っ
て
余
り
あ
る
価
値
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
官
房
学
者

毎
に
若
干
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
ヴ
ォ
ー
バ
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⑩
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｡

　
ヴ
ォ
し
ハ
ン
を
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ー
カ
ン
テ
イ
リ
ス
ト
と
呼
ん
で
差
支
え
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
筆
者
が
⑩
の
マ
ン
の
大
作
『
ヴ

ォ
ー
バ
ン
元
帥
と
絶
対
主
義
の
経
済
学
』
一
九
一
四
年
を
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
ゆ
え
ん
は
、
単
に
こ
の
労
作
が
、
そ
の
刊
行
後
七
〇

年
あ
ま
り
た
っ
た
今
日
で
も
、
ヴ
オ
ー
バ
ン
の
経
済
・
財
政
学
説
の
内
在
的
研
究
と
し
て
高
く
聳
え
立
っ
て
い
る
点
に
つ
き
る
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
が
、
後
の
時
代
の
官
房
学
説
の
歴
史
的
研
究
に
お
お
き
な
刺
激
と
な
っ
た
点
を
も
重
視
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
最
大
の
前
期
官
房
学
者
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
あ
げ
る
べ
き
適
当
な
文
献
が
み
あ
た
ら
な
い
。

　
ベ
ッ
ヒ
ャ
ｌ



　
周
知
の
よ
う
に
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
、
前
期
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
官
房
学
の
三
巨
星
」
の
う
ち
、
そ
の
人
間
性
、
学
殖
、
活
動
な
ど
の
点

で
、
随
一
と
目
さ
る
べ
き
官
房
学
者
で
あ
っ
た
。
⑩
の
ハ
ッ
シ
ン
ガ
ー
著
『
ョ
ハ
ン
・
ョ
ア
ヒ
ム
・
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
、
一
六
八
三
五
ｌ
一

六
八
二
年
』
一
九
五
一
年
は
、
綿
密
な
資
料
的
検
討
に
も
と
づ
く
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
研
究
の
大
冊
で
あ
る
。
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
波
瀾
に
み
ち

た
生
涯
、
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
学
術
的
諸
活
動
の
様
相
や
官
房
学
的
著
作
の
内
容
の
検
討
、
に
つ
い
て
の
詳
述
が
本

書
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
上
野
喬
『
オ
ラ
ン
ダ
初
期
資
本
主
義
研
究
』
お
茶
の
水
書
房
、
昭
和
四
八
年
、
「
第
五
章
、
ョ
ハ
ン
・
ョ
ア
ヒ
ム
・
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー

の
経
済
思
想
に
つ
い
て
」
（
一
四
三
ｌ
一
八
六
べ
Ｉ
ジ
）
は
、
邦
語
で
接
し
う
る
比
較
的
最
近
の
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
紹
介
文
献
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
研
究
史
、
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
生
涯
、
お
よ
び
彼
の
官
房
学
上
の
主
著
『
政
治
論
考
』
（
⑥
お
ょ
び
特
に
⑦
）
の
内
容

の
一
部
の
紹
介
が
み
ら
れ
る
。

　
ホ
ル
ニ
ク

－27－
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誌
学
的
追
跡
を
も
し
て
い
る
、
奇
妙
な
、
し
か
し
、
興
味
ふ
か
い
論
文
で
あ
る
。

　
な
お
、
出
口
教
授
は
、
ホ
ル
ニ
ク
の
主
著
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
至
上
論
』
一
六
八
四
年
（
⑧
）
の
内
在
的
理
解
を
中
心
に
据
え
た
論

文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
要
官
房
学
者
の
著
作
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
詳
論
し
て
い
る
、
数
少
な
い
邦
語
文
献
の
一
つ
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
論
文
「
『
そ
の
意
慾
だ
に
あ
ら
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
万
国
を
凌
が
ん

』
－
ヘ
ル
ニ
ク
研
究
序
説
－
」
立
命

館
経
済
学
、
第
十
一
巻
、
一
・
二
合
併
号
、
昭
和
三
七
年
六
月
、
お
よ
び
そ
の
続
編
論
文
「
国
土
経
済
と
バ
ラ
ン
ス

ー
ヘ
ル
ニ
ク

の
研
究
㈹
－
‐
」
京
都
大
学
経
済
論
叢
、
第
九
一
巻
、
五
号
、
昭
和
三
八
年
五
月
、
が
と
れ
で
あ
る
。

　
　
「
三
巨
星
」
の
最
後
の
一
人
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
特
に
あ
げ
る
べ
き
最
近
の
研
究
文
献
は
み
あ
た
ら
な
い
。
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⑩
の
ク
ラ
イ
ン
の
「
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
ユ
ス
テ
ィ
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
経
済
」
一
九
六
一
年
と
い
う
論
文
は
、
ユ
ス
テ

ィ
の
経
済
学
的
・
財
政
学
的
諸
議
論
を
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
現
実
と
の
対
応
か
ら
論
じ
、
も
っ
て
経
験
重
視
、
理
論
の
現
実
的
有
効
性
尊

重
と
い
う
。
ス
テ
ィ
の
国
家
経
済
論
の
特
色
を
え
が
き
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
に
お
け
る
官
房
学
研
究
の
特
色
と
し
て
は
、
官
房
学
説
を
そ
の
背
景
と
な
っ
た
当
時
の
政
治
、
行
政
、
経
済
、
社
会
の
現
実

と
の
関
連
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
、
そ
れ
ゆ
え
に
比
較
的
社
会
・
経
済
史
的
色
彩
の
つ
よ
い
も
の
が
多
い
、
と
い
う
点
が
あ
げ
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
ク
ラ
イ
ン
の
研
究
は
か
か
る
研
究
方
法
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
い
え
る
。
な
お
、
ク
ラ
イ
ン
の
『
ド
イ
ツ
財
政

史
、
一
五
〇
〇
ｊ
一
八
七
〇
年
』
一
九
七
四
年
j
e
s
c
n
i
c
n
t
e
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｡
に
も
官
房
学
的
財
政
論
の
手
ぎ
わ
の
よ
い
概
観
が
み
ら
れ
る
。
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ン
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ン
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⑩
の
オ
ー
ス
タ
ー
ロ
ー
の
単
行
書
『
ョ
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ゾ
ン
ネ
ソ
フ
ェ
ル
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
啓
蒙
的
絶
対
主
義
時
代
の
改
革

運
動
』
一
九
七
〇
年
も
方
法
的
に
は
前
述
し
た
ク
ラ
イ
ン
の
も
の
と
同
方
向
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
官
房
学

説
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
と
の
関
連
か
ら
把
握
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
６
　
ア
ク
ツ
ィ
ー
ゼ
論
争
、
そ
の
他

　
官
房
学
な
い
し
官
房
学
的
財
政
論
の
個
々
の
特
定
領
域
に
つ
い
て
の
研
究
文
献
は
数
多
く
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
ま
ず
い

わ
ゆ
A
c
c
i
s
e
n
s
t
r
e
i
t
ｔ
を
と
り
あ
げ
、
研
究
文
献
一
つ
を
紹
介
し
て
お
く
。
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消
費
税
論
争
に
つ
い
て
は
、
⑩
の
マ
ン
著
作
『
税
税
政
策
の
諸
理
想
』
一
九
三
七
年
も
そ
の
概
観
を
う
る
た
め
の
食
言
な
文
献
で

は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
⑩
の
イ
ナ
マ
ー
シ
ュ
テ
ル
ネ
グ
の
論
文
「
十
七
・
十
八
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
財
政
理
論
家
の
消
費
説

論
争
」
一
八
六
五
年
は
、
公
表
後
一
〇
〇
年
以
上
を
経
た
今
日
で
も
、
こ
れ
が
官
符
学
の
諸
原
典
か
ら
の
直
接
的
か
つ
緻
密
な
る
研
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究
で
あ
る
点
で
、
な
お
研
究
者
の
精
読
を
要
求
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
つ
い
で
、
ご
く
最
近
の
官
房
学
的
租
税
論
研
究
文
献
の
一
例
と
し
て
、
次
の
も
の
を
も
あ
げ
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
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m
s

t
u
r

b
o
c
i
a
l
p
o
l
i
t
i
k
｡

N
e
u
e

F
o
l
s
e
｡

B
a
n
d

1
1
5
/
1
1
｡

B
e
r
l
i
n

1
9
8
2
｡
 
｡
既
述
の
よ
う
に
学
説
を
そ
の
社
会
的
･
経
済
的
背
景
と
の
関
連
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
と
す
る
試
み
は
、
最
近
の
官
房
学
説
研
究
の
基

本
的
方
向
で
あ
る
。
⑩
の
ヴ
ィ
ソ
ツ
キ
ー
の
論
文
「
ョ
ゼ
フ
ニ
世
の
改
革
と
の
関
連
に
お
け
る
立
居
学
的
地
租
・
資
産
税
理
論
」
一

九
八
二
年
は
、
こ
の
傾
向
を
代
表
す
る
最
新
の
業
績
の
一
つ
で
あ
る
。

　
彼
は
こ
の
論
文
で
。
ス
テ
イ
と
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
地
租
・
資
産
税
論
を
再
現
し
、
つ
い
で
ョ
ゼ
フ
ニ
世
の
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
税
制
改
革
の
経
過
を
み
る
。
そ
の
結
果
、
両
官
房
学
者
の
租
税
政
策
的
思
想
は
、
啓
蒙
的
絶
対
主
義
国
家
の
歴
史
的
現
実
を
正
当

化
す
べ
き
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
は
妥
当
し
え
な
い
こ
と
を
彼
は
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
７
　
官
房
学
原
典
の
復
刻
や
抜
粋

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
官
房
学
原
典
の
写
真
版
に
よ
る
復
刻
が
、
西
ド
イ
ッ
を
中
心
に
か
な
り
数
多
く
お

こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
版
に
つ
い
て
神
経
質
に
さ
え
な
ら
な
け
れ
ば
、
筆
者
の
あ
げ
た
立
居
学
重
要
原
典
十
七
点
の
う
ち
、

三
、
四
点
を
除
い
て
、
こ
の
写
真
版
で
近
づ
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
た
と
え
ば
、
前
期
官
房
学
者
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
の
『
ド
イ
ツ
王
侯
国
家
』
初
版
、
一
六
五
六
年
（
③
）
お
よ
び
『
キ
リ
ス
ト
国
家
』
一
六
八
五
年
（
⑤
）
、
あ
る
い
は
べ
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ッ
ヒ
ヤ
ー
『
政
治
論
考
』
初
版
、
一
六
六
八
年
（
⑥
）
な
ど
の
写
真
復
刻
版
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
す
で
に
稀
覯
書
と
な
っ
て
い
る
官
房
学
原
典
の
姿
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
点
で
、
こ
れ
は
た
し
か
に
、
官
房
学
的
財

政
論
の
研
究
者
に
と
っ
て
有
益
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
必
ら
ず
し
も
わ
れ
わ
れ
が
注
目
す
べ
き
特
定
の
版
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
官
房
学
原
典
の
読
解
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
、
一
つ
の
重
大
な
障
害
は
、

既
述
の
よ
う
に
、
原
典
の
印
刷
が
不
鮮
明
か
つ
不
明
瞭
で
あ
る
点
に
存
す
る
。
こ
の
欠
点
は
写
真
版
に
よ
る
復
刊
事
業
に
よ
っ
て
解

消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
⑩
　
ｐ
.
　
W
.

v
o
n

H
o
r
n
i
g
k
｡
0
:
s
t
e
r
r
e
i
c
h

T
i
b
e
r

a
l
l
e
s
｡

w
a
n
n

e
s

n
u
r

w
i
l
l
｡

1
6
8
4
｡

h
r
s
g
.

v
o
n

A
u
g
u
s
t

S
k
a
l
w
e
i
t
｡

 
　
F
r
a
n
k
f
u
r
t

a
m

M
a
i
n
ｎ
　
１
９
４
８
｡

　
⑩
は
⑧
で
す
で
に
あ
げ
て
お
い
た
、
ホ
ル
ニ
ク
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
至
上
論
』
初
版
、
一
六
八
四
年
の
ス
カ
ル
ヴ
ァ
イ
ト
教
授
の
編

集
に
か
か
る
復
刻
版
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
ス
カ
ル
ヴ
ァ
イ
ト
教
授
の
解
説
が
有
益
な
だ
げ
で
は
な
い
。
写
真
に
よ
ら
な
い
復
刻

で
あ
る
の
で
、
明
瞭
な
印
（
刷
文
）
宇
で
読
め
る
点
、
さ
ら
に
は
、
原
典
の
誤
植
を
修
正
さ
え
し
て
い
る
点
で
、
わ
れ
わ
れ
の
読
解

に
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
の
で
あ
る
。

　
⑥
　
u
s
g
e
w
a
h
l
t
e

L
e
s
e
s
t
i
i
c
k
e

z
u
m

S
t
u
d
i
u
m

d
e
r

p
o
l
i
t
i
s
c
h
e
n
0
:
r
n
o
m
i
e
｡

h
r
s
g
.

v
o
n

K
a
r
l

D
i
e
h
l

u
乱
P
a
u
l 

M
o
m
b
e
r
t
｡

1
3
.

B
a
n
d
｡

G
r
u
乱
s
a
t
z
e

d
e
r

i
i
e
s
t
e
u
e
r
u
n
g

u
乱
1
6
.

B
a
n
d
｡

D
a
s

S
t
a
a
t
s
s
c
h
u
l
d
e
n
p
r
o
b
l
e
m
｡

K
a
r
l
s
r
u
h
e

 
ｅ
1
9
2
2

u
n
d

ｎ
ｄ
　
１
９
２
３
｡

　
⑥
の
デ
ィ
ー
ル
お
よ
び
モ
ム
べ
ル
ト
編
の
『
経
済
学
研
究
の
た
め
の
抜
粋
』
の
次
の
諸
巻
も
ま
た
、
⑩
の
も
の
と
同
様
な
意
味
で

有
用
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
十
三
巻
『
課
税
原
則
』
一
九
二
二
年
で
は
前
橋
で
述
べ
た
よ
う
に
ロ
ー
ル
、
シ



－32－

ュ
レ
ツ
ト
ワ
イ
ン
お
よ
び
フ
オ
ン
・
デ
ア
・
リ
ッ
ト
の
著
作
（
⑩
）
の
抜
粋
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
十
六
巻
『
国
債
問
題
』
一
九

二
三
年
に
は
、
⑥
で
あ
げ
た
シ
ュ
ト
ル
ー
エ
ン
ゼ
ー
の
原
典
の
う
ち
、
公
信
用
に
関
す
る
部
分
の
長
文
の
抜
粋
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　
⑩
　
A
r
t
h
u
r

E
.

M
o
n
r
o
e
(
乱
ｼ
E
a
r
l
y

E
c
o
n
o
m
i
c

T
h
呂
g
h
t
｡

H
a
r
v
a
r
d

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
｡
　
１
９
２
４
｡

　
⑩
の
モ
ン
ロ
ー
編
『
初
期
経
済
思
想
』
一
九
二
四
年
に
は
、
原
典
⑧
の
ホ
ル
ニ
ク
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
至
上
論
』
一
六
尺
四
年
の
有

名
な
「
経
済
復
興
九
原
則
」
の
部
分
を
は
じ
め
、
彼
の
い
く
つ
か
の
特
徴
的
主
張
の
部
分
、
お
よ
び
、
原
典
⑩
の
。
ス
テ
イ
『
財
政

の
体
系
』
一
七
六
六
年
か
ら
「
課
税
の
六
原
則
」
の
部
分
、
の
抜
粋
英
訳
が
収
め
ら
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
モ
ン
ロ
ー
が
同
じ
時
期
に
公
刊
し
た
著
作
に
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
前
の
貨
幣
理
論
』
一
九
二
三
年
一
く
[
o
n
e
t
a
r
y

T

Ｔ
e
o
r
y

b
e
f
o
r
e
A
d
a
m

S
m
i
t
h
｡

H
a
r
v
a
r
d

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
｡
｡
　
１
９
２
３
｡
が
あ
る
。

　
こ
の
書
物
は
そ
の
題
名
の
通
り
、
ス
ミ
ス
以
前
の
貨
幣
理
論
の
発
展
段
階
を
五
つ
の
時
期
に
分
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
で
の
（
貨
幣
の
起
源
と
機
能
、
鋳
貨
制
度
、
貨
幣
価
値
、
価
格
変
動
な
ど
）
貨
幣
理
論
を
構
成
し
て
い
る
諸
局
面
に
つ
い
て
の
、
当
時
の

識
者
の
議
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
要
官
房
学
者
の
業
績
に
も
し
ば
し
ば
言
及
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
（
ゼ
ツ
ケ
ン
ド
ル

フ
の
所
説
な
ど
）
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
は
孫
引
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
引
用
書
名
が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
官
房
学
の
原
典
の
一
端
を
英
文
で
う
か
が
え
る
点
で
、
こ
の
著
作
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
四
、
お
わ
り
に

　
官
房
学
な
い
し
官
房
学
的
財
政
論
の
理
解
の
た
め
に
は
、
直
接
に
官
房
学
の
原
典
に
あ
た
る
こ
と
が
、
そ
の
は
じ
め
で
あ
り
、
ま
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た
、
お
わ
り
で
も
あ
る
。
こ
の
文
献
解
題
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
諸
文
献
も
、
本
質
的
に
は
原
典
理
解
に
役

立
て
る
べ
く
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」
を
構
成
す
る
諸
領
邦
の
現
実
を
背
景
に
も
ち
、
領
邦
統
治
の
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
政
策
の
体
系
的
提
唱

の
学
問
（
前
期
官
房
学
）
、
な
い
し
行
政
官
僚
養
成
の
教
科
書
的
体
系
の
学
問
（
後
期
官
房
学
）
と
も
い
い
う
る
官
房
学
の
原
典
を
理
解

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
の
理
解
を
助
げ
る
べ
き
重
要
な
も
の
を
な
お
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
領
邦
統
治
の

現
実
に
つ
い
て
Ｉ
換
言
す
れ
ば
、
官
房
学
の
立
っ
て
い
る
現
実
的
基
礎
に
つ
い
て
ｌ
の
知
識
を
う
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
最
少
限
度
に
は
、
ド
イ
ッ
法
制
史
、
な
い
し
は
国
訓
史
と
い
っ
た
類
の
書
物
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
は
達
成
さ
れ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
あ
げ
る
べ
き
官
房
学
な
い
し
官
房
学
的
財
政
論
の
研
究
文
献
を
こ
の
範
囲
に
ま
で
ひ
ろ
げ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

に
も
広
範
囲
に
す
ぎ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
邦
語
で
接
し
う
る
こ
の
種
の
文
献
の
う
ち
、
筆
者
が
非
常
に
貴
重
だ
と
考
え
て
い
る
も
の
の
み
を
少
数
あ

げ
る
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑩
　
ミ
ッ
タ
イ
ス
‥
‥
‥
リ
ー
べ
リ
ッ
ヒ
著
、
世
良
晃
志
郎
訳
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
』
改
訂
版
、
創
文
社
、
昭
和
四
六
年
。

　
⑩
　
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
著
、
成
瀬
・
坂
井
訳
『
ド
イ
ツ
国
刺
史
ｌ
十
五
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
Ｉ
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
五
年
。

　
⑩
　
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
、
フ
ィ
ー
ア
ハ
ウ
ス
他
著
、
成
順
治
編
訳
『
伝
統
社
会
と
近
代
国
家
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
七
年
。

　
⑩
、
⑩
の
両
著
作
の
原
本
は
、
表
題
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
つ
と
に
国
際
的
名
声
を
博
し
て
い
る
標
準
的
業
績
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
両
著
作
に
お
け
る
十
六
－
十
八
世
紀
に
つ
い
て
の
叙
述
部
分
は
、
「
帝
国
」
お
よ
び
、
こ
れ
を
構
成
す
る
諸
領
邦
の
国
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制
の
現
実
に
つ
い
て
の
微
細
に
わ
た
る
言
及
が
多
く
み
ら
れ
、
官
房
学
原
典
の
理
解
に
資
す
る
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
大
で
あ
る
。

　
（
闘
）
は
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
、
近
世
絶
対
主
義
国
家
を
め
ぐ
る
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
る
問
題
側
面
に
関
し
、
現
代
学
界
の
第
一
人

者
た
ち
の
価
値
あ
る
業
績
（
主
と
し
て
論
文
）
十
七
を
、
編
訳
者
が
適
宜
え
ら
び
だ
し
、
こ
れ
を
一
書
と
し
た
邦
訳
書
で
あ
る
。
⑩
、

⑩
と
同
じ
よ
う
に
有
益
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
ハ
ソ
ス
・
マ
イ
ア
ー
の
論
文
「
Ⅵ
　
旧

ド
イ
ツ
国
宗
論
と
西
欧
の
政
治
的
伝
統
」
の
ご
と
き
は
、
前
期
官
房
学
者
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
主
著
『
ド
イ
ツ
王
侯
国
家
』
一
六
五

六
年
（
⑧
）
の
す
ぐ
れ
た
解
説
で
も
あ
り
、
ま
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
国
家
論
の
特
質
の
す
る
ど
い
解
明
で
も
あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
に
も
、
参
照
に
値
す
る
研
究
文
献
は
少
く
な
い
。
た
と
え
ば
ハ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
メ
著
、
久
保
正
幡
訳
『
ョ
ｌ
ロ
ッ
パ

法
の
歴
史
と
理
念
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
三
年
の
「
Ｖ
　
神
攻
口
１
マ
帝
国
の
首
長
と
構
成
員
」
は
、
官
房
学
説
の
よ
っ
て
立
つ
基

盤
の
把
握
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
文
献
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ツ
ト
ー
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
著
、
石
井
・
石
川
・
小
倉
・
成
瀬
・
平
城
・
村

上
・
山
田
訳
『
ョ
ｌ
ー
ロ
ッ
パ
ー
そ
の
歴
史
と
精
神
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
の
「
Ⅵ
『
全
き
家
』
と
旧
ョ
ｌ
ロ
ツ
ぺ
の
『
家
政

学
』
」
も
、
官
房
学
説
の
理
解
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
成
城
大
学
法
学
部
の
山
内
進
教
授
の
近
著
『
新
ス
ト
ア
主
義
の
国
家
哲
学
－
ュ
ス
ト
ゥ
ス
・
リ
プ
シ
ウ
ス
と
初
期
近
代
ｍ
　
―
　
ａ

ッ
パ
ー
』
千
倉
書
房
、
昭
和
六
〇
年
は
、
リ
プ
シ
ウ
ス
の
所
説
と
の
関
連
で
、
官
房
学
説
の
重
要
構
成
要
素
で
あ
る
「
公
共
善
」

や
官
房
学
的
租
税
論
な
ど
に
も
ふ
れ
ら
れ
た
す
ぐ
れ
た
業
績
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
付
　
　
記

　
本
稿
は
、
前
稿
「
官
房
学
的
財
政
論
の
原
典
解
題
」
の
続
編
で
あ
る
。
両
者
併
せ
て
、
筆
者
が
か
っ
て
執
筆
し
た
「
官
房
学
な
い
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し
官
房
学
的
財
政
論
ｌ
そ
の
原
典
と
研
究
文
献
」
成
城
大
学
「
経
済
研
究
」
第
七
八
号
、
昭
和
五
七
年
十
月
の
全
面
的
改
訂
版
を

な
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
は
昭
和
六
三
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
に
も
と
づ
く
共
同
研
究
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
文
化
・
社
会
・

経
済
思
想
の
比
較
研
究
」
に
つ
い
て
、
筆
者
の
分
担
分
の
研
究
成
果
の
一
部
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
。


